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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第85期

第１四半期
連結累計期間

第86期
第１四半期
連結累計期間

第85期

会計期間
自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日

自 平成28年１月１日
至 平成28年３月31日

自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日

売上高 (千円) 10,300,392 9,650,559 40,937,386

経常利益 (千円) 113,749 217,988 782,535

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

(千円) 91,691 △33,812 355,520

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △ 21,094 △522,580 76,203

純資産額 (千円) 16,294,317 15,718,652 16,310,110

総資産額 (千円) 34,149,473 30,932,319 32,967,598

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) 7.31 △2.70 28.36

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 46.2 49.0 47.8
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては、

記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）」を「親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）」としております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（1）業績

当第１四半期連結累計期間（平成28年１月１日～平成28年３月31日）における当社グループの経営環境は、太陽

光発電関連製品の需要の低下、国内外競合メーカーとの価格競争の激化など、厳しい状況が続きました。

このような状況の下、当社グループは、新エネルギー・車載などの分野での製品開発・新規開拓の促進、コスト

ダウンの徹底、為替対策などの施策を進め、企業体質の強化と、連結業績の拡大を図り、企業価値の向上に努めて

まいりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は9,650百万円（前年同四半期増減率6.3％減）、営業利益は

277百万円（前年同四半期増減率229.1％増）、経常利益は217百万円（前年同四半期増減率91.6％増）となりました

が、固定資産譲渡及び連結子会社整理に関する事業構造改善損を計上したことにより、親会社株主に帰属する四半

期純損失は33百万円（前年同四半期は91百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

　

セグメントの業績

　

①日本

当第１四半期連結累計期間は、太陽光発電関連製品の売上の減少などにより、売上高は5,173百万円（前年同四半

期増減率14.6％減）となりました。コストダウンの徹底に努めましたが、売上高の減少の影響により、営業損失は

30百万円（前年同四半期は71百万円の営業利益）となりました。

②ヨーロッパ

当第１四半期連結累計期間は、売上高は394百万円（前年同四半期増減率0.3％増）と前年並みになりました。為

替対策などの施策により、営業利益は27百万円（前年同四半期は14百万円の営業損失）となりました。

③北米

当第１四半期連結累計期間は、車載用及び照明用ワイヤーハーネスの売上増加により、売上高は2,043百万円（前

年同四半期増減率16.6％増）となりました。製造原価の低減により、営業利益は200百万円（前年同四半期増減率

382.2％増）となりました。

④アジア（日本を除く）

当第１四半期連結累計期間は、ハーネス加工用機械・部品の売上が増加しましたが、太陽光発電関連製品の売上

減少により、売上高は2,038百万円（前年同四半期増減率2.6％減）となりました。製造原価の低減により、営業利

益は77百万円（前年同四半期は20百万円の営業損失）となりました。
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（2）財政状態

＜資産＞

資産合計は、30,932百万円（前連結会計年度末比2,035百万円減）となりました。主に、受取手形及び売掛金が　

498百万円、たな卸資産が579百万円、有形固定資産が537百万円、投資その他の資産が122百万円、それぞれ減少い

たしました。

＜負債＞

負債合計は、15,213百万円（前連結会計年度末比1,443百万円減）となりました。主に、支払手形及び買掛金が

1,076百万円、有利子負債が282百万円、それぞれ減少いたしました。

＜純資産＞

純資産合計は、15,718百万円（前連結会計年度末比591百万円減）となりました。主に、為替換算調整勘定が424

百万円減少いたしました。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　

（4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は103百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 45,000,000

合計 45,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年５月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,558,251 12,558,251
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
100株であります。

合計 12,558,251 12,558,251 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年３月31日 ― 12,558,251 ― 2,323,059 ― 2,031,801
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 21,200

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,531,300
125,313 ―

単元未満株式
普通株式

5,751
― ―

発行済株式総数 12,558,251 ― ―

総株主の議決権 ― 125,313 ―
 

(注) １．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれておりま

す。

２.当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(平成27年12月31日)に基づく株主名簿による記載をし

ております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オーナンバ株式会社

大阪市東成区深江北
３丁目１番27号

21,200 ― 21,200 0.17

合計 ― 21,200 ― 21,200 0.17
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年１月１日から平成

28年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年１月１日から平成28年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、PwCあらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,807,563 5,726,899

  受取手形及び売掛金 ※１  11,661,838 11,163,088

  商品及び製品 2,487,514 2,237,635

  仕掛品 767,529 655,262

  原材料及び貯蔵品 3,025,867 2,808,503

  繰延税金資産 206,967 213,712

  その他 629,487 466,975

  貸倒引当金 △76,329 △77,900

  流動資産合計 24,510,436 23,194,178

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,707,252 1,600,386

   機械装置及び運搬具（純額） 1,732,404 1,433,253

   土地 2,048,339 1,915,965

   建設仮勘定 60,940 125,107

   その他（純額） 557,526 494,009

   有形固定資産合計 6,106,463 5,568,723

  無形固定資産   

   のれん 128,989 103,191

   その他 429,973 397,417

   無形固定資産合計 558,963 500,608

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 1,841,497 1,719,621

   貸倒引当金 △49,763 △50,813

   投資その他の資産合計 1,791,734 1,668,808

  固定資産合計 8,457,161 7,738,140

 資産合計 32,967,598 30,932,319
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※１  6,685,598 5,608,790

  短期借入金 3,925,861 3,772,664

  未払法人税等 87,251 99,419

  賞与引当金 208,108 254,371

  役員賞与引当金 13,000 6,000

  製品改修引当金 90,964 84,944

  その他 1,190,304 1,138,387

  流動負債合計 12,201,086 10,964,578

 固定負債   

  長期借入金 3,479,445 3,349,700

  繰延税金負債 128,008 98,675

  退職給付に係る負債 433,288 428,813

  資産除去債務 14,772 14,813

  その他 400,885 357,086

  固定負債合計 4,456,400 4,249,088

 負債合計 16,657,487 15,213,667

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,323,059 2,323,059

  資本剰余金 2,046,895 2,046,895

  利益剰余金 10,100,010 10,003,513

  自己株式 △5,641 △5,641

  株主資本合計 14,464,325 14,367,827

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 289,092 217,228

  為替換算調整勘定 1,100,446 676,051

  退職給付に係る調整累計額 △93,344 △104,667

  その他の包括利益累計額合計 1,296,194 788,613

 非支配株主持分 549,590 562,211

 純資産合計 16,310,110 15,718,652

負債純資産合計 32,967,598 30,932,319
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 10,300,392 9,650,559

売上原価 8,744,252 7,930,535

売上総利益 1,556,140 1,720,024

販売費及び一般管理費 1,471,780 1,442,382

営業利益 84,359 277,641

営業外収益   

 受取利息 12,936 7,409

 受取配当金 1,350 1,530

 有価証券売却益 65,449 ―

 持分法による投資利益 ― 5,261

 その他 36,422 26,007

 営業外収益合計 116,158 40,208

営業外費用   

 支払利息 27,607 25,217

 持分法による投資損失 3,873 ―

 為替差損 50,475 65,593

 その他 4,812 9,049

 営業外費用合計 86,768 99,860

経常利益 113,749 217,988

特別利益   

 固定資産売却益 1,132 1,560

 関係会社清算配当 65,428 ―

 受取技術料 ― 40,000

 特別利益合計 66,561 41,560

特別損失   

 固定資産処分損 1,301 7,591

 事業構造改善損 ― ※２  111,349

 その他 ― 700

 特別損失合計 1,301 119,641

税金等調整前四半期純利益 179,009 139,908

法人税、住民税及び事業税 74,580 122,234

法人税等調整額 △1,379 △2,959

法人税等合計 73,200 119,275

四半期純利益 105,808 20,632

非支配株主に帰属する四半期純利益 14,117 54,445

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

91,691 △33,812
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

四半期純利益 105,808 20,632

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △19,015 △71,873

 繰延ヘッジ損益 7,588 ―

 為替換算調整勘定 △113,597 △460,017

 退職給付に係る調整額 △1,879 △11,322

 その他の包括利益合計 △126,903 △543,213

四半期包括利益 △21,094 △522,580

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △35,625 △541,394

 非支配株主に係る四半期包括利益 14,530 18,813
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【注記事項】

(会計方針の変更)

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を

資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしま

した。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取

得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いた

します。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸

表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項（４）、連結会計基準第44-５項（４）及び事業

分離等会計基準第57-４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１　銀行休日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれておりま

す。

 
前連結会計年度

(平成27年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

受取手形 92,030千円 ―

支払手形 313,734千円 ―
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※２　事業構造改善損の内訳は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
至 平成28年３月31日)

固定資産譲渡損（旧泉大津工場） ― 64,022千円

連結子会社整理損 ― 47,326千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産にかかる償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
至 平成28年３月31日)

減価償却費 222,947千円 207,861千円

のれんの償却額 25,797千円 25,797千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月25日
取締役会

普通株式 62,685 5.00 平成26年12月31日 平成27年３月６日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年２月24日
取締役会

普通株式 62,685 5.00 平成27年12月31日 平成28年３月９日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
日本 ヨーロッパ 北米

アジア
(日本を除く)

売上高      

  外部顧客への売上高 6,060,987 393,754 1,753,125 2,092,526 10,300,392

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

972,863 29,340 9,247 2,256,718 3,268,170

合計 7,033,851 423,095 1,762,372 4,349,244 13,568,563

セグメント利益又は
損失（△）

71,058 △ 14,164 41,613 △ 20,549 77,957
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 77,957

セグメント間取引消去 6,402

四半期連結損益計算書の営業利益 84,359
 

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
日本 ヨーロッパ 北米

アジア
(日本を除く)

売上高      

  外部顧客への売上高 5,173,779 394,912 2,043,658 2,038,208 9,650,559

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

842,855 112,435 8,941 1,990,033 2,954,265

合計 6,016,635 507,348 2,052,599 4,028,242 12,604,825

セグメント利益又は
損失（△）

△30,411 27,017 200,653 77,463 274,723
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 274,723

セグメント間取引消去 2,918

四半期連結損益計算書の営業利益 277,641
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり
四半期純損失金額（△）

７円31銭 △2円70銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円)

91,691 △33,812

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金
額又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純
損失金額(△)(千円)

91,691 △33,812

普通株式の期中平均株式数(株) 12,537,039 12,537,039
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

平成28年２月24日開催の取締役会において、平成27年12月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額                                   62百万円

②１株当たりの金額                               ５円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成28年３月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年５月13日

オーナンバ株式会社

取　締　役　会　御　中

 

PwCあらた監査法人
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   西 川 浩 司

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオーナンバ株式

会社の平成28年１月１日から平成28年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年１月１日から平

成28年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年１月１日から平成28年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーナンバ株式会社及び連結子会社の平成28年３月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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